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国
務
大
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（
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四
七
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第
七
章　

国
務
大
臣
等

二
四
七　

国
務
大
臣
並
び
に
内
閣
官
房
副
長
官
、
副
大
臣
及
び
大
臣
政
務
官
並

び
に
政
府
特
別
補
佐
人
の
出
席
要
求
は
、
委
員
長
か
ら
直
接
こ
れ
を

行
う
の
を
例
と
す
る

内
閣
総
理
大
臣
そ
の
他
の
国
務
大
臣
並
び
に
内
閣
官
房
副
長
官
、
副
大
臣
及
び
大
臣
政
務
官
並
び
に
政
府
特
別
補
佐
人

の
出
席
要
求
は
、
成
規
の
手
続
を
省
略
し
て
、
委
員
長
か
ら
直
接
こ
れ
を
行
う
の
を
例
と
す
る
が
、
成
規
の
手
続
に
よ

り
、
議
長
を
経
由
し
て
こ
れ
を
行
っ
た
次
の
よ
う
な
例
も
あ
る
。

第
十
回
国
会
電
気
通
信
委
員
会
（
昭
和
二
十
六
年
五
月
三
十
一
日
）
に
お
い
て
、
電
話
設
備
費
負
担
臨
時
措
置
法
案

の
審
査
に
当
た
り
、
大
蔵
大
臣
池
田
勇
人
君
の
出
席
を
求
め
る
こ
と
を
議
決
し
、
議
長
を
経
由
し
て
文
書
を
も
っ

て
出
席
要
求
を
行
っ
た
。

そ
の
他
同
例
が
あ
る
。

（
注
）
国
会
法
第
七
十
一
条
は
、
当
初
「
委
員
会
は
、
議
長
を
経
由
し
て
国
務
大
臣
及
び
政
府
委
員
の
出
席
を
求
め
る
こ
と
が
で
き

国
第
七
一
条

｢

国
第
五
四
条 

の
四
」　
　

⎛

規
第
四
二
条⎞

⎜

　
の
二
　
　⎜

⎜
｢

規
第
八
〇

条⎜
⎝

 

　
の
八
」　⎠



二
二
八

る
。」
と
規
定
し
て
い
た
が
、
第
百
四
十
五
回
国
会
に
お
け
る
国
会
審
議
の
活
性
化
及
び
政
治
主
導
の
政
策
決
定
シ
ス
テ
ム
の
確

立
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
十
六
号
）
の
制
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
改
正
さ
れ
た
。

ま
ず
、
第
百
四
十
六
回
国
会
召
集
日
（
平
成
十
一
年
十
月
二
十
九
日
）
か
ら
は
、
政
府
委
員
制
度
の
廃
止
に
伴
い
、「
委
員
会
は
、

議
長
を
経
由
し
て
内
閣
総
理
大
臣
そ
の
他
の
国
務
大
臣
並
び
に
内
閣
官
房
副
長
官
及
び
政
務
次
官
並
び
に
政
府
特
別
補
佐
人
の

出
席
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。」
と
改
め
ら
れ
、
次
に
、
内
閣
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
八

号
）
の
施
行
日
（
平
成
十
三
年
一
月
六
日
）
か
ら
は
、
省
庁
再
編
に
併
せ
て
副
大
臣
等
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、「
委
員
会

は
、
議
長
を
経
由
し
て
内
閣
総
理
大
臣
そ
の
他
の
国
務
大
臣
並
び
に
内
閣
官
房
副
長
官
、
副
大
臣
及
び
大
臣
政
務
官
並
び
に
政

府
特
別
補
佐
人
の
出
席
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。」
と
改
め
ら
れ
た
。

な
お
、
政
府
委
員
は
、
国
務
大
臣
の
答
弁
を
補
佐
す
る
た
め
議
院
の
会
議
又
は
委
員
会
に
出
席
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
国
会

審
議
の
活
性
化
及
び
政
治
主
導
の
政
策
決
定
シ
ス
テ
ム
の
確
立
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
十
六
号
）
に
よ
る
国

会
法
第
六
十
九
条
の
改
正
に
よ
り
、
政
府
委
員
制
度
は
廃
止
さ
れ
た
。
こ
の
改
正
に
よ
り
、
従
来
、
政
府
委
員
に
任
命
さ
れ
て

い
た
者
の
う
ち
、
内
閣
官
房
副
長
官
及
び
政
務
次
官
（
平
成
十
三
年
一
月
六
日
の
政
務
次
官
廃
止
後
は
、
副
大
臣
及
び
大
臣
政

務
官
）
に
つ
い
て
は
、
明
文
の
規
定
を
も
っ
て
議
院
の
会
議
又
は
委
員
会
に
出
席
で
き
る
こ
と
と
な
り
、
人
事
院
総
裁
、
内
閣

法
制
局
長
官
、
公
正
取
引
委
員
会
委
員
長
及
び
公
害
等
調
整
委
員
会
委
員
長
に
つ
い
て
は
、
内
閣
は
、
両
議
院
の
議
長
の
承
認

を
得
て
、
政
府
特
別
補
佐
人
と
し
て
議
院
の
会
議
又
は
委
員
会
に
出
席
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
原



二
二
九

第
七
章　

国
務
大
臣
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（
二
四
八
）

子
力
規
制
委
員
会
設
置
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
四
十
七
号
）
に
よ
る
国
会
法
第
六
十
九
条
の
改
正
に
よ
り
、
原
子
力
規
制

委
員
会
委
員
長
が
政
府
特
別
補
佐
人
に
加
え
ら
れ
た
。

参
照　

三
三
二
号
、
諸
表
一
九

二
四
八　

会
計
検
査
院
長
及
び
検
査
官
の
出
席
要
求
は
、
委
員
長
か
ら
直
接
こ

れ
を
行
う
の
を
例
と
す
る

会
計
検
査
院
長
及
び
検
査
官
の
出
席
要
求
は
、
成
規
の
手
続
を
省
略
し
て
、
委
員
長
か
ら
直
接
こ
れ
を
行
う
の
を
例
と

す
る
。

ま
た
、
会
計
検
査
院
事
務
総
局
の
職
員
か
ら
説
明
を
聴
取
す
る
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
説
明
員
と
し
て
委
員
長
か
ら
出

席
発
言
を
求
め
る
の
を
例
と
す
る
。

国
第
七
二
条

｢

国
第
五
四
条 

の
四
」　
　



二
三
〇

二
四
九　

最
高
裁
判
所
長
官
の
指
定
し
た
代
理
者
の
発
言
は
、
委
員
長
に
お
い

て
こ
れ
を
許
可
す
る
の
を
例
と
す
る

最
高
裁
判
所
長
官
の
指
定
し
た
代
理
者
の
発
言
は
、
委
員
会
に
諮
る
こ
と
な
く
、
委
員
長
に
お
い
て
こ
れ
を
許
可
す
る

の
を
例
と
す
る
。

ま
た
、
最
高
裁
判
所
長
官
の
指
定
し
た
代
理
者
以
外
の
最
高
裁
判
所
職
員
に
つ
い
て
、
説
明
員
と
し
て
委
員
長
に
お
い

て
そ
の
発
言
を
許
可
し
た
例
が
あ
る
。

な
お
、
最
高
裁
判
所
長
官
は
、
毎
会
期
の
始
め
に
そ
の
代
理
者
を
指
定
し
、
こ
れ
を
議
長
に
通
知
す
る
の
を
例
と
す
る
。

（
注
）
最
高
裁
判
所
長
官
が
委
員
会
に
出
席
説
明
し
た
例
は
な
い
。

二
五
〇　

政
府
参
考
人
の
出
席
要
求
は
、
委
員
会
に
お
い
て
議
決
し
、
委
員
長

か
ら
こ
れ
を
行
う

委
員
会
は
、
行
政
に
関
す
る
細
目
的
又
は
技
術
的
事
項
に
つ
い
て
審
査
又
は
調
査
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
必
要
が
あ

る
と
認
め
る
と
き
は
、
政
府
参
考
人
の
出
席
を
求
め
、
そ
の
説
明
を
聴
く
。

国
第
七
二
条

｢

国
第
五
四
条 

の
四
」　
　

規
第
四
二
条

　
の
三

｢

規
第
八
〇
条 

の
八
」　
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（
二
四
九
―
二
五
二
）

政
府
参
考
人
の
出
席
要
求
は
、
委
員
会
に
お
い
て
議
決
し
、
委
員
長
か
ら
こ
れ
を
行
う
。

参
照　

三
三
三
号

二
五
一　

国
会
職
員
の
出
席
発
言
は
、
委
員
長
か
ら
こ
れ
を
求
め
る
の
を
例
と

す
る

事
務
局
、
法
制
局
及
び
国
立
国
会
図
書
館
の
職
員
そ
の
他
の
国
会
職
員
か
ら
説
明
を
聴
取
す
る
必
要
が
あ
る
と
き
は
、

委
員
長
か
ら
出
席
発
言
を
求
め
る
の
を
例
と
す
る
。

二
五
二　

国
務
大
臣
等
の
発
言
中
に
不
穏
当
な
言
辞
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
場
合

に
、
委
員
長
が
調
査
の
上
処
置
す
る
旨
を
告
げ
、
調
査
の
結
果
、
不

穏
当
な
箇
所
を
提
供
す
る
会
議
録
に
掲
載
し
な
か
っ
た
例

委
員
会
に
お
け
る
国
務
大
臣
等
の
発
言
中
に
不
穏
当
な
言
辞
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
場
合
に
、
委
員
長
が
速
記
録
を
調
査

の
上
処
置
す
る
旨
を
告
げ
、
調
査
の
結
果
、
不
穏
当
な
箇
所
を
提
供
す
る
会
議
録
に
掲
載
し
な
か
っ
た
例
が
あ
る
。
そ

国
第
四
八
条

⎛

規
第
五
一
条⎞

⎝

　
第
五
八
条⎠

｢

国
第
五
四
条 

の
四
」　
　



二
三
二

の
例
を
挙
げ
れ
ば
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
五
十
五
回
国
会
農
林
水
産
委
員
会
（
昭
和
四
十
二
年
六
月
二
日
）
に
お
い
て
、
農
林
水
産
政
策
に
関
す
る
調
査
に

当
た
り
、
農
林
大
臣
倉
石
忠
雄
君
の
発
言
の
後
、
議
事
が
紛
糾
し
た
の
で
、
委
員
会
を
休
憩
し
、
倉
石
農
林
大
臣

の
発
言
に
つ
い
て
同
大
臣
の
意
向
を
聴
取
し
た
上
、
そ
の
取
扱
い
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
た
。
再
開
後
、
委
員
長

野
知
浩
之
君
は
「
先
ほ
ど
の
渡
辺
君
の
質
疑
に
対
す
る
倉
石
農
林
大
臣
の
答
弁
中
に
不
適
当
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し

た
の
で
、
速
記
録
を
調
査
の
上
、
委
員
長
に
お
い
て
適
当
に
措
置
い
た
し
ま
す
。」
と
述
べ
、
調
査
の
結
果
、
不

穏
当
な
箇
所
を
提
供
す
る
会
議
録
に
掲
載
し
な
か
っ
た
。

第
七
十
回
国
会
予
算
委
員
会
（
昭
和
四
十
七
年
十
一
月
九
日
）
に
お
い
て
、
昭
和
四
十
七
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
1
号
）
外
二
件
の
審
査
に
当
た
り
、
内
閣
総
理
大
臣
田
中
角
榮
君
の
発
言
の
後
、
議
事
が
紛
糾
し
た
の
で
、

委
員
会
を
休
憩
し
、
理
事
会
に
お
い
て
、
田
中
内
閣
総
理
大
臣
の
発
言
の
取
扱
い
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
た
。
再

開
後
、
委
員
長
大
竹
平
八
郎
君
は
「
先
ほ
ど
来
の
内
閣
総
理
大
臣
の
発
言
中
誤
解
を
招
く
発
言
が
ご
ざ
い
ま
す
る

な
ら
ば
、
速
記
録
を
調
査
の
上
善
処
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。」
と
述
べ
、
翌
十
日
の
委
員
会
に
お
い
て
、
委

員
長
は
「
昨
日
の
田
中
総
理
大
臣
の
発
言
に
つ
き
ま
し
て
、
速
記
録
を
調
査
い
た
し
、
か
つ
政
府
の
意
向
を
聴
取

い
た
し
ま
し
た
結
果
、
不
穏
当
な
部
分
が
ご
ざ
い
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
を
取
り
消
す
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。」

と
述
べ
、
不
穏
当
な
箇
所
を
提
供
す
る
会
議
録
に
掲
載
し
な
か
っ
た
。



二
三
三

第
七
章　

国
務
大
臣
等　
　

（
二
五
二
）

第
七
十
二
回
国
会
商
工
委
員
会
（
昭
和
四
十
八
年
十
二
月
十
九
日
）
に
お
い
て
、
石
油
需
給
適
正
化
法
案
の
審
査
に

当
た
り
、
通
商
産
業
大
臣
中
曾
根
康
弘
君
の
発
言
に
つ
い
て
、
委
員
長
剱
木
亨
弘
君
は
「
本
日
午
前
の
阿
具
根
委

員
の
質
疑
に
対
す
る
通
産
大
臣
の
答
弁
中
若
干
穏
当
を
欠
く
発
言
が
あ
り
、
先
刻
大
臣
も
こ
れ
を
お
取
り
消
し
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
発
言
に
つ
き
ま
し
て
は
、
委
員
長
に
お
い
て
速
記
録
を
調
査
の
上
、
適
当
に
処
置
い
た
し
た

い
と
存
じ
ま
す
。」
と
述
べ
、
調
査
の
結
果
、
不
穏
当
な
箇
所
を
提
供
す
る
会
議
録
に
掲
載
し
な
か
っ
た
。

第
八
十
四
回
国
会
予
算
委
員
会
（
昭
和
五
十
三
年
三
月
二
十
五
日
）
に
お
い
て
、
昭
和
五
十
三
年
度
一
般
会
計
予
算

外
二
件
の
審
査
に
当
た
り
、
農
林
大
臣
中
川
一
郎
君
の
発
言
に
つ
い
て
、
委
員
長
鍋
島
直
紹
君
は
「
先
ほ
ど
の
立

木
君
の
質
疑
に
対
す
る
農
林
大
臣
の
答
弁
の
中
に
不
穏
当
な
箇
所
が
あ
っ
た
や
の
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
委

員
長
は
速
記
録
を
調
査
の
上
、
理
事
会
に
お
い
て
協
議
を
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。」
と
述
べ
、
理
事
会
に
お

い
て
協
議
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
取
扱
い
を
委
員
長
に
一
任
す
る
こ
と
に
決
し
た
た
め
、
四
月
一
日
の
委
員
会
に
お

い
て
、
委
員
長
は
「
去
る
三
月
二
十
五
日
の
立
木
洋
君
の
質
疑
に
対
す
る
中
川
農
林
大
臣
の
答
弁
に
つ
き
ま
し
て

は
、
理
事
会
に
お
い
て
速
記
録
を
調
査
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
不
適
当
な
箇
所
が
あ
る
と
認
め
ま
し
た
の
で
、

委
員
長
は
こ
の
部
分
を
取
り
消
す
こ
と
に
い
た
し
ま
す
。」
と
述
べ
、
不
穏
当
な
箇
所
を
提
供
す
る
会
議
録
に
掲

載
し
な
か
っ
た
。

第
百
四
十
回
国
会
環
境
特
別
委
員
会
（
平
成
九
年
五
月
二
十
一
日
）
に
お
い
て
、
環
境
影
響
評
価
法
案
の
審
査
に
当



二
三
四

た
り
、
環
境
庁
長
官
石
井
道
子
君
の
発
言
の
後
、
議
事
が
紛
糾
し
た
の
で
、
委
員
長
渡
辺
四
郎
君
は
「
先
ほ
ど
の
、

長
官
の
発
言
も
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
議
事
録
を
精
査
し
て
、
理
事
会
で
責
任
を
持
っ
て
取
り
消
す
部
分
を
取

り
消
す
と
い
う
こ
と
で
実
施
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
か
ら
、
協
議
さ
せ
て
も
ら
い
ま
す
。」
と
述
べ
、
後

日
理
事
懇
談
会
に
お
い
て
協
議
を
行
い
、
同
月
二
十
八
日
の
委
員
会
に
お
い
て
、
委
員
長
は
「
去
る
二
十
一
日
の

委
員
会
に
お
け
る
山
下
栄
一
君
の
質
疑
に
対
す
る
石
井
環
境
庁
長
官
の
答
弁
に
つ
き
ま
し
て
は
、
速
記
録
を
調
査

し
、
不
適
当
な
箇
所
に
つ
い
て
取
り
消
す
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。」
と
述
べ
、
不
穏
当
な
箇
所
を
提
供
す
る
会

議
録
に
掲
載
し
な
か
っ
た
。

第
百
四
十
五
回
国
会
行
財
政
改
革
・
税
制
等
に
関
す
る
特
別
委
員
会
（
平
成
十
一
年
七
月
二
日
）
に
お
い
て
、
内
閣

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
外
十
七
件
の
審
査
に
当
た
り
、
総
務
庁
長
官
太
田
誠
一
君
の
発
言
に
つ
い
て
、
委

員
長
吉
川
芳
男
君
は
「
た
だ
い
ま
伊
藤
理
事
か
ら
総
務
庁
長
官
の
発
言
に
つ
い
て
御
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

そ
の
取
り
扱
い
は
理
事
会
で
協
議
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。」
と
述
べ
、
再
開
後
の
委
員
会
に
お
い
て
、
委
員

長
は
「
伊
藤
理
事
か
ら
、
依
田
委
員
に
対
す
る
答
弁
の
際
、
太
田
総
務
庁
長
官
の
発
言
中
、
不
適
切
な
言
辞
が
あ

る
と
の
御
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
理
事
懇
談
会
で
協
議
の
結
果
、
当
該
部
分
を
削
除
す

る
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。」
と
述
べ
、
不
穏
当
な
箇
所
を
提
供
す
る
会
議
録
に
掲
載
し
な
か
っ
た
。

第
百
五
十
五
回
国
会
総
務
委
員
会
（
平
成
十
四
年
十
一
月
二
十
一
日
）
に
お
い
て
、
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
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信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
案
外
二
件
の
審
査
に
当
た
り
、
総
務
大
臣
片
山
虎
之
助
君
の
発
言
に
つ
い
て
、

委
員
長
山
崎
力
君
は
「
先
ほ
ど
の
片
山
大
臣
の
発
言
中
に
不
適
切
と
認
め
ら
れ
る
言
辞
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ

ま
す
の
で
、
後
刻
速
記
録
を
調
査
の
上
、
適
当
な
措
置
を
取
る
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。」
と
述
べ
、
調
査
の
結
果
、

不
穏
当
な
箇
所
を
提
供
す
る
会
議
録
に
掲
載
し
な
か
っ
た
。

第
百
八
十
六
回
国
会
外
交
防
衛
委
員
会
（
平
成
二
十
六
年
五
月
二
十
九
日
）
に
お
い
て
、
外
交
、
防
衛
等
に
関
す
る

調
査
の
う
ち
安
全
保
障
の
法
的
基
盤
の
再
構
築
に
関
す
る
件
の
調
査
に
当
た
り
、
内
閣
官
房
副
長
官
世
耕
弘
成
君

の
発
言
に
つ
い
て
、
委
員
長
末
松
信
介
君
は
「
福
山
哲
郎
君
か
ら
、
た
だ
い
ま
の
世
耕
内
閣
官
房
副
長
官
の
発
言

中
に
不
穏
当
な
言
辞
が
あ
る
と
の
御
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。
委
員
長
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
後
刻
速
記
録
を
調
査

の
上
、
適
当
な
処
置
を
と
る
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。」
と
述
べ
、
調
査
の
結
果
、
不
穏
当
な
箇
所
を
提
供
す
る
会

議
録
に
掲
載
し
な
か
っ
た
。

第
四
十
三
回
国
会
大
蔵
委
員
会
（
昭
和
三
十
八
年
六
月
十
三
日
）
に
お
い
て
、
金
融
緊
急
措
置
令
を
廃
止
す
る
法
律

案
の
審
査
に
当
た
り
、
説
明
員
羽
山
忠
弘
君
の
発
言
の
後
、
委
員
西
川
甚
五
郎
君
が
、
羽
山
刑
事
課
長
の
発
言
中

に
不
穏
当
な
言
辞
が
あ
る
旨
を
述
べ
た
と
こ
ろ
、
委
員
長
佐
野
廣
君
は
「
そ
れ
で
は
、
先
ほ
ど
西
川
委
員
御
指
摘

の
点
に
つ
き
ま
し
て
は
、
委
員
長
に
お
き
ま
し
て
会
議
録
を
調
査
の
上
、
適
当
な
処
置
を
と
る
こ
と
に
い
た
し
ま

す
。」
と
述
べ
、
調
査
の
結
果
、
不
穏
当
な
箇
所
を
提
供
す
る
会
議
録
に
掲
載
し
な
か
っ
た
。
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ま
た
、
国
務
大
臣
等
の
発
言
に
つ
き
、
委
員
長
が
理
事
と
協
議
の
結
果
、
不
穏
当
な
言
辞
が
あ
る
と
認
め
、
直
ち
に
発

言
の
取
消
し
の
措
置
を
採
る
旨
述
べ
、
こ
れ
を
提
供
す
る
会
議
録
に
掲
載
し
な
か
っ
た
例
も
あ
る
。
そ
の
例
を
挙
げ
れ

ば
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
百
七
十
六
回
国
会
予
算
委
員
会
（
平
成
二
十
二
年
十
月
十
四
日
）
に
お
い
て
、
予
算
の
執
行
状
況
に
関
す
る
調
査

に
当
た
り
、
内
閣
官
房
長
官
仙
谷
由
人
君
の
発
言
に
つ
い
て
、
委
員
長
及
び
理
事
が
協
議
し
た
後
、
委
員
長
前
田

武
志
君
は
「
た
だ
い
ま
の
仙
谷
官
房
長
官
の
発
言
中
に
不
適
切
な
言
辞
が
あ
る
と
の
御
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。

…
…
は
速
記
録
か
ら
抹
消
い
た
し
ま
す
。」
と
述
べ
、
不
穏
当
な
箇
所
を
提
供
す
る
会
議
録
に
掲
載
し
な
か
っ
た
。

第
八
十
回
国
会
予
算
委
員
会
（
昭
和
五
十
二
年
四
月
十
五
日
）
に
お
い
て
、
昭
和
五
十
二
年
度
一
般
会
計
予
算
外
二

件
の
審
査
に
当
た
り
、
政
府
委
員
真
田
秀
夫
君
の
発
言
に
つ
い
て
、
委
員
長
及
び
理
事
が
協
議
し
た
後
、
委
員
長

小
川
半
次
君
は
「
先
ほ
ど
の
真
田
法
制
局
長
官
の
答
弁
の
中
で
…
…
言
葉
を
使
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
不
穏
当
で

ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
委
員
長
は
こ
れ
を
速
記
録
か
ら
削
除
い
た
さ
せ
ま
す
。」
と
述
べ
、
不
穏
当
な
箇
所
を
提
供

す
る
会
議
録
に
掲
載
し
な
か
っ
た
。

な
お
、
国
務
大
臣
等
の
発
言
に
つ
き
、
委
員
長
が
当
日
の
委
員
会
に
お
い
て
調
査
の
上
処
置
す
る
旨
の
発
言
を
行
わ
な

か
っ
た
が
、
そ
の
後
理
事
と
協
議
の
結
果
、
不
穏
当
な
言
辞
が
あ
る
と
認
め
、
後
日
の
委
員
会
に
お
い
て
そ
の
発
言
の

取
消
し
の
措
置
を
採
る
旨
を
述
べ
、
こ
れ
を
提
供
す
る
会
議
録
に
掲
載
し
な
か
っ
た
例
も
あ
る
。
そ
の
例
を
挙
げ
れ
ば
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次
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
七
十
五
回
国
会
決
算
委
員
会
（
昭
和
五
十
年
二
月
五
日
）
に
お
い
て
、
昭
和
四
十
七
年
度
決
算
外
二
件
の
審
査
に

当
た
り
、
委
員
長
前
川
旦
君
は
議
事
に
先
立
ち
「
去
る
一
月
二
十
一
日
、
自
治
省
、
警
察
庁
及
び
北
海
道
開
発
庁

審
査
の
際
、
第
二
院
ク
ラ
ブ
市
川
房
枝
君
の
質
疑
に
対
し
、
自
治
大
臣
福
田
一
君
の
答
弁
に
不
適
当
な
発
言
と
認

め
ら
れ
る
部
分
が
あ
り
、
福
田
自
治
大
臣
か
ら
も
、
こ
の
箇
所
に
つ
い
て
取
り
消
す
旨
の
発
言
も
あ
り
ま
し
た
が
、

委
員
長
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
後
刻
速
記
録
を
調
査
の
上
処
置
を
考
え
た
い
と
思
い
、
そ
の
ま
ま
と
い
た
し
ま
し

た
が
、
そ
の
後
理
事
会
で
の
協
議
、
ま
た
速
記
録
に
よ
る
調
査
の
結
果
、
福
田
自
治
大
臣
の
発
言
中
の
一
部
分
に

つ
き
ま
し
て
は
や
は
り
不
適
当
な
言
辞
と
認
め
、
委
員
長
は
こ
の
部
分
を
会
議
録
か
ら
削
除
す
る
こ
と
と
い
た
し

ま
す
。」
と
述
べ
、
不
穏
当
な
箇
所
を
提
供
す
る
会
議
録
に
掲
載
し
な
か
っ
た
。

第
八
十
二
回
国
会
予
算
委
員
会
（
昭
和
五
十
二
年
十
月
二
十
日
）
に
お
い
て
、
昭
和
五
十
二
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
1
号
）
外
二
件
の
審
査
に
当
た
り
、
同
月
十
九
日
の
同
委
員
会
に
お
け
る
政
府
委
員
伊
藤
榮
樹
君
の
発
言

に
つ
い
て
委
員
長
鍋
島
直
紹
君
は
「
昨
日
の
中
村
太
郎
君
の
質
疑
に
対
す
る
法
務
省
伊
藤
刑
事
局
長
の
答
弁
に
つ

い
て
理
事
会
に
お
い
て
協
議
い
た
し
ま
し
た
結
果
、
委
員
長
は
不
適
当
な
る
言
辞
が
あ
る
と
認
め
ま
し
た
の
で
、

そ
の
部
分
を
取
り
消
す
こ
と
に
い
た
し
ま
す
。」
と
述
べ
、
不
穏
当
な
箇
所
を
提
供
す
る
会
議
録
に
掲
載
し
な

か
っ
た
。
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第
百
三
十
九
回
国
会
法
務
委
員
会
（
平
成
八
年
十
二
月
十
三
日
）
に
お
い
て
、
委
員
長
続
訓
弘
君
は
議
事
に
先
立
ち

「
去
る
五
日
、
給
与
二
法
審
査
の
際
、
菅
野
久
光
君
の
質
疑
に
対
す
る
法
務
省
山
崎
司
法
法
制
調
査
部
長
の
答
弁

に
つ
い
て
理
事
会
に
お
い
て
協
議
い
た
し
ま
し
た
結
果
、
不
適
当
な
発
言
が
あ
る
と
認
め
ま
し
た
の
で
、
委
員
長

は
そ
の
部
分
を
取
り
消
す
こ
と
に
い
た
し
ま
す
。」
と
述
べ
、
不
穏
当
な
箇
所
を
提
供
す
る
会
議
録
に
掲
載
し
な

か
っ
た
。

（
注
）
発
言
者
が
自
己
の
発
言
に
つ
き
自
ら
こ
れ
を
取
り
消
し
て
も
、
委
員
長
が
不
穏
当
な
言
辞
が
あ
っ
た
と
認
め
そ
の
取
消
し
を
命

じ
な
い
限
り
、
そ
の
ま
ま
こ
れ
を
提
供
す
る
会
議
録
に
掲
載
す
る
。

参
照　

一
二
五
号
、
二
七
五
号
、
三
〇
六
号

二
五
三　

委
員
会
に
お
い
て
発
言
し
た
国
務
大
臣
等
か
ら
発
言
の
訂
正
を
求
め

ら
れ
た
と
き
は
、
委
員
長
が
こ
れ
を
決
す
る

国
務
大
臣
、
内
閣
官
房
副
長
官
、
副
大
臣
、
大
臣
政
務
官
、
政
府
特
別
補
佐
人
そ
の
他
委
員
会
に
お
い
て
発
言
し
た
者

は
、
会
議
録
に
つ
い
て
、
各
議
員
へ
の
提
供
が
な
さ
れ
た
日
の
翌
日
の
午
後
五
時
ま
で
に
、
発
言
の
訂
正
を
求
め
る
こ

と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
訂
正
は
字
句
に
限
る
も
の
と
し
、
発
言
の
趣
旨
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
会
議
録
の

規
第
五
九
条

（
規
第
一
五
八
条
）

｢

規
第
八
〇
条 

の
八
」　
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訂
正
に
対
し
て
委
員
が
異
議
を
申
し
立
て
た
と
き
は
、
委
員
長
は
、
討
論
を
用
い
な
い
で
委
員
会
に
諮
り
こ
れ
を
決
す

る
定
め
で
あ
る
。

委
員
会
に
お
い
て
発
言
し
た
国
務
大
臣
等
か
ら
発
言
の
訂
正
を
求
め
ら
れ
た
と
き
は
、
必
要
に
応
じ
理
事
会
に
諮
っ
て
、

委
員
長
が
こ
れ
を
決
す
る
。

（
注
）
1　

 
発
言
の
訂
正
は
、
会
議
録
の
電
磁
的
記
録
が
作
成
さ
れ
る
前
で
あ
れ
ば
訂
正
の
上
作
成
し
、
作
成
さ
れ
た
後
で
あ
れ
ば
次

号
以
降
の
会
議
録
の
末
尾
に
訂
正
部
分
を
掲
載
す
る
。

2　

発
言
者
が
委
員
会
に
お
い
て
自
己
の
発
言
に
つ
き
自
ら
こ
れ
を
訂
正
す
る
旨
を
述
べ
て
も
、
委
員
長
が
こ
れ
を
訂
正
と
し

て
処
置
し
な
い
限
り
、
そ
の
ま
ま
こ
れ
を
会
議
録
に
掲
載
す
る
。

参
照　

一
二
六
号
、
三
〇
七
号




